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研究課題名  

直接作用型抗ウイルス薬治療による C 型肝炎ウイルス排除後の発癌と 

静脈瘤発生の実態に関する多施設共同研究 

 

 

 

１．研究の対象 

新潟県内で DAA 治療が行われ、治療費の助成申請が行われた記録が県と肝疾患相談センターで

保存されている全症例 

 

２．研究目的・方法 

研究目的：直接作用型抗ウイルス薬治療による C型肝炎ウイルス排除後の、肝がん発生の頻度

及び静脈瘤発生の頻度と、そのリスク因子を検討する。これにより、HCV 排除後症例での発が

ん・静脈瘤発の高危険の囲い込みを行い、適切な外来通院頻度の設定を行うことが可能になり、

患者様の利便性向上や医療費分配効率の上昇につながることが期待される。 

 

研究方法：カルテに保存されている資料を用いた後ろ向き観察研究 

 

研究期間：倫理審査委員会承認日 ～ 2022 年 3 月 31 日まで 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

情報：肝機能、内視鏡所見、肝がん発生の有無 等 

 

４．外部への試料・情報の提供 

記録媒体の郵送 

 

５．研究組織 

新潟大学医歯学総合病院 

肝疾患相談支援センター 

村上総合病院 

県立新発田病院 

済生会新潟病院 

新潟市民病院 ほか 
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６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計

画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方に

ご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。その場合

でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

  新潟県立がんセンター新潟病院（内科） 

当院研究責任者：（栗田聡） 

連絡先：新潟市中央区川岸町 2丁目 15番地 3   

TEL：025-266-5111 

 

研究代表者：新潟大学医歯学総合病院 消化器内科 寺井崇二 

連絡先：新潟市中央区旭町 1番町 754 番地 

TEL：025-223-6191 

 


